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1.　は じ め に
　私は2013年４月から中央大学の総合政策学部で
ドイツ語講師として勤めている．教え始めてから
最初の７ヶ月間，１年生から４年生までの学生の
話を聞いていると，ドイツ語を選択したきかっけ
は，「ドイツへ行きたいから」という答えが多か
った．しかし，実際はドイツへ留学・短期留学を
する人数は少なく，長く勉強している学生にせ
よ，勉強を始めてから日が浅い学生にせよ，ほと
外国語を勉強するモチベーションを向上させる例の１つ
──中央大学総合政策学部第二外国語（ドイツ語）のベルリン研修旅行について──
An Example of how to increase the Motivation to Study Foreign Languages – 
Language Study Trips to Berlin conducted by the Second Foreign Language 
(German) at the Faculty of Policy Studies of Chuo University
Tabea BIENEK
Abstract
　This paper examines the role of language study trips for Japanese students of a second foreign 
language. The focus of consideration will be the two language study trips to Berlin, Germany carried out 
with students of the Faculty of Policy Studies of Chuo University. The two journeys were greatly 
supported by the Faculty.
　This reﬂ ective paper includes material from evaluation reports and a questionnaire conducted in Japa-
nese. So far 13 students participated, who were surveyed about their experiences regarding the journey 
(students of 2014) and their intentions and worries in participating (students of 2015). All of them were 
studying German for at least one and a half years before travelling to Berlin. According to the students’ 
opinion surveyed, the results suggest the importance of motivating opportunities like language study 
trips. The continuation of trips paired with a constant improvement of it might result in the students’ 
continuation of language study and increase of interest in foreign cultures.
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　中央大学の総合政策学部に相談をして，賛助を
得た．中央大学が学生のための補助金を援助して
くださり，グループ全員にとどまらず教員まで含
まれており，非常に感謝している．
　金銭的な準備をしつつ，研修旅行のプログラム
を学生の希望にあわせて決め，博物館などの予約
をし，語学学校とも連絡をしあった．GLSとい
う選んだ語学学校はベルリンの中心にあって，歴
史も深く1），指導経験も豊かな学校である（参考
資料１）．更に，その学校は学生の宿泊先の選択
肢として，ホーム・ステイを提供している学校で
ある．学生５人に家族についての希望を聞きなが
ら，語学学校と相談して，ホスト・ファミリーを
決めた．
　学生も私も2014年のプログラムを楽しんで，大
変勉強になった２週間だったので，私は総合政策
学部の認許をもらい，2015年も同じような旅行を
実行することにした．2015年のプログラムは８月
30日から９月12日までに予定し，２年生と３年生
の学生８人が参加することになった．2014年とは
異なり，2015年の旅行参加者８人全員は２週間ド
イツ語とドイツ生活を試してみたいという学生で
あった．
3.　ベルリン生活との出会い
　ベルリン研修旅行の目的は，ドイツ語勉強とベ
ルリン観光を通して，ドイツの生活を体験できる
こと，そして他のドイツ人と知り合い，会話でき
ることである．そのため，プログラムは多種多様
である．語学学校は午前中，９時から12時半まで
で，午後は観光プログラムで忙しい日程であっ
た．2014年のプログラムとその説明を例として付
加した（参考資料２）．
　中央大学総合政策学部の2014年に参加した５人
と2015年に参加した８人は，語学学校の授業でド
イツ語を勉強することで，他の国の友達もでき
て，授業は楽しかったという意見があった．語学
学校の先生たちとクラスメイトとの出会いに加
え，ホーム・ステイ先と日常生活ではドイツ人と
触れ合った．また，ベルリン滞在は短かっただ
んどはまだ短期でさえドイツへ行ったことがない
というのが現状だった．
　私自身は，高等学校の授業や趣味として，新し
い外国語を勉強し始めた時から，できるだけ早
く，その外国語を話している国に旅行をしたく
て，短期間でも行ってみた．それはなぜならとい
うと，早く会話ができるようになりたくて，その
外国語を話している人々と外国の文化についても
っと知りたかったからだと思う．
　その経験があるので，中央大学でドイツ語を勉
強している学生に同じような体験をさせてやりた
いという気持ちが出てきた．中央大学はドイツへ
の留学・短期留学も提供しているので，それらと
は異なる形式でドイツへ行けるかどうか考えて，
行きたい学生がいるかどうかも確認した．
　この報告書は，実際に実行したベルリン研修旅
行について説明している．まずは研修旅行の準備
を明らかにし，次に旅行のプログラムについて簡
単に解説をしている．最後は学生へのアンケート
を通して，スケジュール調整の反省点と今後のプ
ログラム改正提案を目的に書いた．
2.　研修旅行前の準備
　先に述べたとおり，学生のドイツへ行きたいと
いう希望を実行するために，2014年８月17日から
2014年８月30日まで（14日間），中央大学総合政
策学部３年生の学生たち５人と共にドイツのベル
リンを訪問することになった．学生たちはすでに
２年半ドイツ語を勉強していて，ドイツに行って
みたいという要望が強かった．行きたい学生がい
ることを確認した後，どういう形式なら可能か調
べて，その結果，総合政策学部と共に２週間の研
修旅行に決めた．
　2014年の研修旅行の特徴は，参加していた学生
が全員研修旅行が終わった後，そのまま外国留学
に入り，１人はデンマークで，４人はドイツのそ
れぞれの大学で勉強を続ける予定であった．それ
は単なる２週間研修旅行の企画とは少し違って，
留学に入り，初めて長く外語国へ行く学生にとっ
ての最初の文化・言語・生活入門になった．
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が，ベルリンの有名なところはだいたい観光で
き，学生が良かったと言っていた．
　ベルリンでの宿泊プランは学生たちと一緒に決
めた．ベルリンの語学学校のサポートもあり，学
生がホスト・ファミリーにお世話になった．ドイ
ツ語を現場で使えることは学生にとって魅力的
で，更にドイツ生活について勉強したいならホー
ム・ステイより良い方法がないと理解できた．た
だ残念ながら，学生たちのホスト・ファミリーは
みなベルリンに散在しており，場合によっては学
校から離れていた（１時間程度）．朝食と夕食は
ファミリーと一緒に食べるプランであったが，午
後のプログラムや学生が自分で見たいところに行
くのに忙しく，帰る時間はいつも遅かった．その
せいで，ホスト・ファミリーと一緒に過ごす時間
は非常に短かったと思う．日本の学生がドイツの
ファミリーと知り合うチャンスがあったにもかか
わらず，話す時間が少なかったのは残念であっ
た．
　今後の課題として，双方が希望すればホスト・
ファミリーと過ごす時間を確保することも必要で
はないかと感じた．それ以外では，ホスト・ファ
ミリーとの問題は全くなかった．
　若い人々とドイツ語を話せるチャンスを増やす
ために，ベルリン自由大学の日本学部の学生との
集まりもスケジュールに入れた．中央大学と自由
大学の学生以外，他の今ベルリンに住んでいる日
本人留学生も来て，ドイツ語と日本語をお互いに
練習できた上に，他の日本人の留学目的について
も話ができた．
4.　スケジュール調整の反省点
　プログラム責任者として旅行の反省をすること
は，プログラム改正の１つの大切な鍵である．ま
た，学生の意見を聞くことも必要である．以下で
はまず，私自身が気づいた点を論述する．その次
に，学生からの意見を，2014年と2015年に実行し
たプログラムのそれぞれについて述べる．
　2014年のプログラム準備は４月から開始した
が，研修旅行の準備時間として短かったと感じ
た．2014年の反省点により，2015年のプログラム
準備は４月ではなく，１月から始めた．学生が春
休み中にプログラムに参加したいかどうかゆっく
り考える時間があり，大変良かったと思う．
　プログラムの準備については，学生たち自身の
留学の準備と大学での勉強で忙しかったようで，
彼らは私の提案したプログラムに対し，変更や希
望をあまり言わなかった．
　最初の研修旅行では具体的な希望が少なかった
ので，私はプログラムの量を少し減らして，自由
行動とグループ行動，そして博物館（自由選択）
の日をプログラムに入れてみた．それは一方で，
学生たちに準備する時間を与え，一緒に決めるオ
プションを増やすことができた．他方で，学生の
方から具体的な希望があったのだが，準備時間が
少なくて，実行できない場合もあった．例を挙げ
ると，他の町に遠足するかどうか学生と一緒に考
えてみたのだが，すでに決めてあるプログラムと
都合がつかず，安い電車の切符などももう手に入
れられなかったので，そのアイデアを結局取り下
げた．
　2015年の準備では，早めに語学学校の週末プロ
グラム担当者と連携して，語学学校のプログラム
にも参加できることになった．2015年には参加し
たい学生（５人）と一緒に，日帰りでドレスデン
に行った．語学学校の週末プログラムに参加した
理由は，2014年の学生は語学学校のクラスで新し
くできた友達と行動したかったのだが，機会があ
まりなかったからである．また，学生がベルリン
以外の町を観光できることは魅力的なので，学生
に聞いたところ，ドレスデンに行ってみたいとい
う意見が多かったのでプログラムに追加した．
2014年にはできなかったベルリン以外のドイツの
町での観光をすることができ，大変良かったと思
う．
　4.1　2014年の学生の意見と反省について
　2014年のプログラムが終わった後，2015年の研
修旅行に向けて改正するために，学生たちに意見
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ことでもあり，学生がその体験をしたことは，学
生にとって非常に大切な国際的な経験だと思う．
　このネガティブなコメントと反省に対してポジ
ティブの例も挙げたいと思う．まずはまたホス
ト・ファミリーの方から紹介したい．ホスト・フ
ァミリーについてのフィードバックによると，ホ
ーム・ステイに決めたことはとても良かった．
「一緒に料理をしたり，とてもおいしいドイツの
家庭料理を食べることができたり，普通の旅行で
は絶対に経験できないことを経験できてよかっ
た」と「ホーム・ステイについても，みんなバラ
バラの場所に泊まり，それぞれのステイ先の家族
とコミュニケーションをとることは，ドイツ語運
用能力の向上と文化（マナーや生活様式）の理解
に大きく寄与すると思います．」というコメント
は，ホーム・ステイが良かったことを反映してい
る．
　次のようなコメントが，語学学校の授業によっ
て学生のドイツ語が上達していることを表してい
る．
・　「GLSの授業はしゃべることが中心で，日本
人はしゃべることがすごく苦手なので GLSは
そのトレーニングに非常に有益だと思います．」
・　「少しずつではあるが先生やクラスメートの
言っていることを理解できるようになり，クラ
スメートと仲良くなることができた．」
　そして，全体的な学生のコメントだが，「ベル
リンにはとても美しい観光地がたくさんあり，す
ごく楽しかった．ほぼ毎日のプログラムで多少疲
れは感じたが，それだけ充実していたという証拠
だと思うので，満足している．」ということは，
2014年の研修旅行の効果があったことを表わして
いる．
　4.2　2015年の学生の出発前のアンケートにつ
いて
　プログラム改善のため，そして学生の希望にな
るべく応えるために，2014年に参加した学生の意
を求めた．その意見に従って，まずはホスト・フ
ァミリーについてのコメントを紹介したいと思
う．学生が後悔したところは「ホストマザーは英
語が堪能であったため，コミュニケーションをほ
とんど英語で行ってしまったことを反省してい
る．」ということである．やはり初めてドイツに
行く学生のドイツ語能力はまだ足りなくて，家で
も学校でもドイツ語だけ聞く・話す生活に慣れて
いないので，いろいろと難しい経験である．一日
中ドイツ語で生活していることは学生にとっては
ストレスになり，ホスト・ファミリーのドイツ語
が分からなければ，思わずドイツ語での会話をあ
きらめてしまうのは理解できなくもない．学生の
努力にもよるが，特にホスト・ファミリーが英語
が堪能であれば，会話は英語になってしまう可能
性は十分にある．
　その次は，語学学校の授業制度についての反省
点も紹介したいと思う．「GLSで初めて授業を受
けた際，授業の内容は理解できるのですが，文法
用語をドイツ語で言われた際には全く理解でき
ず，苦しみました．」という意見があった．GLS
語学学校の制度だが，ドイツ語を話さなくても，
授業はドイツ語で行われているのが従来である．
それは，外国語の文法を日本語で勉強することに
慣れている日本人の学生にとって新鮮な体験であ
る．日本人の学生にとって，授業中の文法の専門
表現が分からなければ，授業の効果が少ない・理
解できないと感じてしまうかもしれません．それ
に関して，授業で先に述べたような問題があるも
う１人の学生のコメントを挙げたいと思う．「授
業ではもちろんドイツ語の使用が求められていま
したが，どうしても表現が難しいことがあれば英
語で伝える（ほとんどの方は流暢に話せていまし
た．），もし英語でも難しければ同じ国の出身の人
に母国語で尋ね，２人で相談してから伝えるとい
う手法がよくとられていました．しかし私のクラ
スには私以外に日本人はいませんでしたし，英語
もそこまで流暢に話せないので，意思疎通には少
なからず困難が伴いました．」私の考えでは，学
生の経験はいろいろな国の教え方の違いに触れる
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か心配していた．「ドイツに着くフライトが夜お
そいので，ホスト・ファミリーの家に行く途中あ
ぶなくないか，たどり着けるかとても不安です」
という答えが目に立った．荷物も大変であるし，
初めて外国に行った学生もいたので，安全な方法
を考えた．結局，一番遅くベルリンに着いた学生
５人をベルリン中央駅まで連れていき，そこから
できる限り小さいグループでタクシーに乗らせ
た．タクシーの運転手たちもドアまで案内してく
れたようで，学生の不安を減らす良い方法であっ
たと思う．
5.　ま　と　め
　2014年と2015年に中央大学総合政策学部第二外
国語（ドイツ語）で行われたベルリンへの２週間
の研修旅行は，学生にとって，少なくとも１年半
勉強してきたドイツ語を使える機会である．学生
のドイツ語の勉強を続ける意思が強まるのか，再
びドイツに行くかどうかは，まだ分からないが，
いずれにせよ本文に載せているアンケートの結果
が，外国語を勉強している学生の意識を表わして
見を聞くだけではなく，2015年の出発前にベルリ
ン研修旅行の学生の期待と不安などについてアン
ケートが行われた（参考資料３）．
　アンケートに答えた学生は参加者全員（８人）
で，男６人と女２人（19歳～22歳）であった．
　最初に確認したかったことは「研修旅行」とい
う言葉の意味とそれに対しての学生のイメージで
ある．意味をよくわかった学生の例を３つ挙げた
いと思う．
　1. 　「日本の文化と違うところで勉強できる機
会・新しい価値観と話すきっかけを作って
くれる機会，帰ってきた後，積極的になれ
る気がする．」
　2. 　「事前に何か勉強目的を決めて行く，観光
目的だけの旅行とは違った旅行．」
　3. 　「座学で基礎的な知識を学ぶことはできる
が，実際にドイツ人がどのように話し，も
のを書くかということは学ぶことができな
いため，そのような体験をするのにうって
つけの貴重な機会である．」
　また，「あなたが９月のベルリン研修旅行に申
し込んだきっかけは何でしたか？」という質問で
学生自身の目的を検査してみた．学生の答えは様
々であるが，ドイツ語を話している国で，ドイツ
語を使ってみたい・上達したいという目的が一番
多かった（Table 1）．
　最後は，学生の期待と不安な点を聞いてみた．
その質問は参加者の増加と旅行中の満足度のため
にも大切な点である．
　期待については，ドイツ語を上達したり，会話
できるようになったりすることに加え，「新しい
文化や価値観に出会い，長く付き合える友達が作
れたらいいと思う」という願いがあった．
　不安な点の中で言語能力の心配もあって，ホー
ム・ステイの習慣の違いもあった．その上，ベル
リンの語学学校やホスト・ファミリーの方から空
港からホーム・ステイ先までのところへサポート
がなく，学生たちがその道を１人で行けるかどう
Table 1　学生のベルリン研修旅行に申し込んだ
　きっかけについて
「ヨーロッパに行ってみたかったこと，安かったこ
と，せっかくドイツ語を習っているのだから話すき
っかけが欲しかったこと」
「先生に旅行の存在を教えてもらったこと，また前
々からドイツに憧れがあったので，補助金も出ると
いうことで申し込みを決めた」
「授業中にプランを提示されたこと」
「ドイツに行きたかったため・ドイツに行ってドイ
ツ語を勉強したかったため」
「ドイツの風土を体感し語学力の向上につなげるた
め」
「以前からドイツに行ってみたかった」
「１年間ドイツ語を勉強しドイツという国に興味を
持ったから」
「１年ドイツ語を習ったので，せっかくならもっと
知識を受けて，使いたいと思ったから」
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解する必要性がある．その点に注意できれば，す
べての参加者にとって充実した旅行になるはずで
ある．
　注
1）　GLSとは German Language Schoolの頭文字を
意味している．GLSは1983年，バルバラ・ヤシ
ェクによって設立された．GLSキャンパスベル
リンでは，主に成人向けのコースを提供しており，
また，ベルリンやミュンヘンで行われるサマーキ
ャンプでは青少年向けのドイツ語コースも実施し
ている．国際企業である，ルフトハンザ航空，ダ
イムラー社，モトローラ社，イーベイ社，ドイチ
ェヴェレテレビなどが，社員語学研修の場として
GLS語学学校を利用している（http://www.gls-
sprachenzentrum.de）．
いることは確かである．
　１人で外国に行く，あるいは初めて外国に行く
学生の不安は様々である．ただし研修旅行はドイ
ツ語を学ぶという明確な目的があり，学生自身も
自分の目指していることを考え出さなければなら
ない．したがって，人間形成にとって大事であ
る．学生の不安を研修旅行の前に一緒に払拭でき
る可能性が高かったと思う．2014年の学生体験に
応じた研修旅行のお陰で，彼らの今後のドイツ滞
在が容易になる．それによって，今後の外国経験
が良い経験になる一方で，他方では外国語に対し
ての態度・勉強するモチベーションが向上するの
ではないかと思われる．そのために学生たちとの
コミュニケーションが大切である．毎年，参加者
が違うため，毎年改めて学生の不安・期待，そし
て研修旅行後の経験・不満や満足している点を理
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（参考資料１）
語学学校について（語学学校のホームページにしたがって説明）
¡　レベル別クラス
　GLS語学学校では個人のレベルに合わせた授業が受講できるように，A0～ C2までの７段階のクラスを
設定している．各クラスのドイツ語習熟度は以下の表の通りである．受講初日となる月曜日に筆記試験と
面接によるレベル判定を行い，それに基づいてクラスが決定される．また，毎週金曜日には学習の成果を
確かめるため小テストを行う．
　　　　ドイツ語のレベル 期間＊） 各試験のレベル
A0 ドイツ語の予備知識が全くない
A1 簡単な質問は理解し回答できる 2 ヶ月
A2 日常会話には問題がない 2 ヶ月
B1 簡単な文章の読み書きができる 2 ヶ月 Goethe B1 (ZD)
B2 自分の意見が明確に述べられる 2.5ヶ月 Goethe B2
C1 エッセイを書いたり，新聞や小説が読める 2.5ヶ月 Goethe C1
TestDaf
C2 流暢なドイツ語を話せ，慣用的表現も理解できる 2.5ヶ月 Goethe C2
＊　期間： ここに表示されている「期間」は，次のレベルに達するまでの必要学習時間の目安である．
¡　ドイツ語学留学 ─ ドイツでドイツ語コース／ベルリンでドイツ語コース
　18歳から80歳までの方を対象とした各ドイツ語コースは，毎週月曜日に始まる．使用するテキストやプ
リントなどは受講料に含まれており，各授業で配布される．
ドイツ語コース “Standard”
　　1.　週20レッスン，１レッスンは45分
　　2.　6-12人のグループレッスン
　　3.　A0 - C2まで７段階レベル 
　　4.　各コース毎週月曜日スタート
ドイツ語コースのスケジュール @ GLS Berlin
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
09 : 30 – 10 : 30 ドイツ語授業（２回45分）
10 : 30 休憩
11 : 00 – 12 : 30 ドイツ語授業（２回45分）
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プログラムの説明
ベルリン・ドーム
ベルリン大聖堂（Berliner Dom）は，ベルリンのミッテ区にあるホーエンツォレルン王家の記念教会で，
ベルリン＝ブランデンブルク＝シュレージシェ・オーバーラウジッツ福音主義教会に属し，ルター派の礼
拝をおこなっている大聖堂である．ひときわ目を引くドームが印象的な建物である．
赤の市庁舎
赤の市庁舎（Rotes Rathaus）はベルリンの市庁舎（ラートハウス，タウンホール）で，ミッテ区ミッテ
地区にあり，アレクサンダー広場近くのラートハウス通りに位置している．市長とベルリン市の行政組織
（公式にはベルリンの参事会）の本拠地．目印となる建物の名前は赤い硬質煉瓦（レンガ）による見た目
のデザインに由来している．
（参考資料２）
2014年のプログラム
８月17日（日） ベルリン到着 ホスト・ファミリー到着・散歩
８月18日（月） 語学学校
（８時～１時15分）
東ベルリン観光 I：Alexanderplatz，テレビ塔，赤い市役所，ベルリ
ン・ドーム，Hackesche Höfe
８月19日（火） 語学学校
（９時～12時半）
東ベルリン観光 II：ウンター・デン・リンデン，ブランデンブルク
門，ジャンダルメンマルクト，フンボルト大学，虐殺されたヨーロッ
パのユダヤ人のための記念碑，ソニーセンター
８月20日（水） 語学学校
（９時～12時半）
博物館訪問の日（自由選択）
８月21日（木） 語学学校
（９時～12時半）
ドイツ国会議事堂（午後）・自由大学日本学科学生と交流会（夜）
８月22日（金） 語学学校
（９時～12時半）
自由行動（午後）・バーベキュー（夜）
８月23日（土） グループ行動 （昼ご飯・スポーツ）
８月24日（日） ポツダムの城
８月25日（月） 語学学校
（10時～１時15分）
西ベルリン観光：カイザー・ヴィルヘルム教会，戦勝記念塔，ベルビ
ュー宮殿，フィルハーモニー
８月26日（火） 語学学校
（９時～12時半）
ペルガモン博物館，ベルリン城府，ニコライ教会
８月27日（水） 語学学校
（９時～12時半）
自由行動（午後）・お別れ会（夜）
８月28日（木） 語学学校
（９時～12時半）
イーストサイドギャラリー，チェックポイントチャーリーハウス・ベ
ルリン壁博物館
８月29日（金） 語学学校
（９時～12時半）
自由行動
８月30日（土） プログラム終了
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テレビ塔
ベルリンテレビ塔（Berliner Fernsehturm）は，ドイツの首都ベルリン・ミッテ区の交通の中心地アレク
サンダープラッツに位置する．
ブランデンブルグ門
ブランデンブルク門（Brandenburger Tor）はドイツ・ベルリンのシンボルとされている門である．正面
部はパリ広場の東に面しており，ミッテ区に属している．高さは26m，幅は65.5m，奥行きは11mの，砂
岩でできた古典主義様式の門である．
ソニーセンター
ソニーセンター（Sony Center）はドイツ・ベルリンの中心部ミッテ区のポツダム広場にある複合施設．
ソニーのヨーロッパの拠点として2000年に完成した．総工費は７億５千万ユーロ．設計者はヘルムート・
ヤーン氏．
カイザー・ヴィルヘルム教会
カイザー・ヴィルヘルム記念教会（Kaiser-Wilhelm-Gedächtniskirche）はドイツ，ベルリンにあるプロテ
スタントの教会．ヴィルヘルム皇帝記念教会とも訳される．この教会はベルリン＝ブランデンブルク＝シ
ュレージシェ・オーバーラウジッツ福音主義教会に属しており，ルター派の礼拝を行っている．
戦勝記念塔
戦勝記念塔（Siegessäule，ジーゲスゾイレ）はベルリンのティーア・ガルテンの中央部に聳え立つ高さ
67mの石造の塔である．塔の頂上に金色の勝利の女神ヴィクトリアが立っている．
博物館の島
ムゼウムスインゼル（Museumsinsel）はドイツの首都ベルリンの観光スポット．南北に流れるシュプレ
ー川の中州にて，ブランデンブルク門から東に伸びるウンター・デン・リンデン街を境とする北半分の地
区を指す．ベルリン美術館（Staatliche Museen zu Berlin）を構成する５つの博物館・美術館が集まって
いる事より「博物館の島」と呼ばれる．ユネスコの世界遺産（文化遺産）に登録されている．
ベルリン自由大学
ドイツとヨーロッパ大陸における主要な研究大学の一つであり，ベルリンに所在する４つの大学の中で最
も規模が大きい．ドイツにおけるエクセレンス・イニシアティブ（Exzellenzinitiative）に指定された11大
学の一つ．大学における研究は，自然科学の諸分野と並んで社会科学，人文科学に重点が置かれているの
が特徴である．冷戦の初期，ソビエト連邦占領当局による統制が日増しに強まっていたフンボルト大学
（ベルリン大学）から学生や教授らが離反し，1948年に西ベルリンに設立された．ベルリン自由大学の名
称は，ソ連に占領されていた地域とは対照的な，自由な世界の一部としての当時の西ベルリンの状況に由
来している．
ドイツ国会議事堂
国会議事堂（Reichstagsgebäude）は，ドイツの首都ベルリン・ミッテ区にある議事堂．1894年から帝政
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ドイツ，ヴァイマル共和国を通じて下院の議事堂として機能したが，1933年に不審火によって炎上した．
1999年に修復され，現在はドイツ連邦議会の議場が置かれている．
ザクセンハウゼン強制収容所
ザクセンハウゼン強制収容所（Konzentrationslager Sachsenhausen）は，ナチス・ドイツが首都ベルリンの
北部ブランデンブルク州オラニエンブルクに設置した強制収容所である．
ポツダム
サンスーシ宮殿（Schloss Sanssouci）は，ドイツ北東部の首都ベルリン南西約30km，ブランデンブルク
州の州都ポツダム市街の西に広がるサンスーシ公園北東部に建つロココ建築の宮殿．「サンスーシ（Sans 
Souci）」とは，もともとフランス語で「憂いなし」を意味し，日本や中国では漢訳して無憂宮とも表記す
る．1990年に，宮殿の建物および庭園は「ポツダムとベルリンの宮殿群と公園群」の１つとしてユネスコ
の世界遺産（文化遺産）に登録された．
写真１　2014年の参加者　　　　　　　　　　　　　　写真２　2015年の参加者
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（参考資料３）
2015年のベルリン研修旅行についてのアンケート
問１　個人データ
　　　年齢　　　　　　　　
　　　学年　　　　　　　　
　　　性別　　　 男　　女
問２　「研修旅行」というのはあなたにとって何ですか？　あるいは，「研修旅行」について
どんなイメージを持っていますか ?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問３　あなたが９月のベルリン研修旅行に申し込んだきっかけは何でしたか ?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問４　９月の２週間のベルリン旅行について，どのような期待・希望がありますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問５　今後のベルリン研修旅行について，不安な点やお気づきの点はありますか．何でも結
構です．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

